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広報あらお

★荒尾市強調月間★

5月は
「市政を考える月」

◤おもな内容　　m a i n  c o n t e n t s

学校通信 2
まちの話題 3
保健・健康 6
子育てのひろば 8
100 歳おめでとう 11
あらお荒炎祭出場者大募集 12
健康福祉まつり 14
市民病院からのお知らせ 16
あらおのいきいき企業 17
くらしの情報 18
試験・募集・イベント 24
はじめての HAPPY BIRTHDAY など 29
図書館情報 30
文化センター情報 31
相談の窓口など 32
あらおカレンダー 35

海 陽中の本年度の学校教育目標は「夢の実現を目指し、
郷土に誇りを持つ生徒の育成　～笑顔追求一歩前進

～」です。また、学校経営方針は「笑顔、自信、協働」がキー
ワードです。
　清掃活動・あいさつ運動の充実で、気持ち良い学校生活
を目指します。また、授業ではユニバーサルデザインの視
点に基づいた本校の学習スタンダードを確立し、生徒に自
信を持たせます。さらに、昨年度から実動し始めた学校版
コミュニティ・スクールの活性化による地域協働活動の充
実を図ります。保護者、地域や関係機関との協働体制を整
え、地域に信頼される「地域とともにある学校」を目指し
て生徒会や部活動を中心に地域活動に参画します。さらに、
学習ボランティアや交通指導ボランティア、読み聞かせボ
ランティアなど地域の皆さんの力をお借りして生徒の学力
保障、安全教育、心の教育を進めています。荒尾玉名地区
はもちろん、県内から目標とされる学校を目指します。

まちの話題

4/5 荒尾発　国際人の育成へ貢献
～アジア kids 大賞受賞～

　ありあけ国際交流協会がフィリピンの小学生
にランドセルなどを送る青少年国際交流活動（ヤ
ングチャレンジ）を評価され、第 13 回西日本国
際財団アジア kids 大賞を受賞しました。市役所
での報告会では、ヤングチャレンジに参加する
子どもたちを代表して 4 歳から中学 2 年生まで
の 7 人が役員と一緒に受賞の喜びを報告。出席
した子どもは、「活動が認められてうれしいです」
と笑顔を見せ、「将来は英語を生かせる仕事がし
たい」と夢を話してくれました。
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認知症の人が安心して暮らせる市へ
～認知症徘徊模擬訓練～

3/18

　井手川地区で認知症徘徊模擬訓練が行われま
した。認知症の人が行方不明になったという設
定で、地域のネットワークを活用して認知症の
人を捜索・発見し、声掛けを行う訓練です。
　当日は徘徊者役が 3 コースに別れ、地区内を
徘徊する中での訓練となりました。
　声掛けを行った人は、「声掛けをした後にどう
すればいいのか戸惑いました。もっと多くの住
民に訓練に参加してもらいたいです」と話し、
今後の活動への意欲を見せました。
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▲春休みに野球部が、日頃練習でお世話になっている市民球場観客席に
散乱した生ゴミや段ボールなどを清掃しました

▲ 4 月14・15 日に行われた小岱作業所の「春の感謝祭」に生徒会福祉
委員会の 7 人が花苗販売のお手伝いをしました。花の苗を入れる段ボー
ルつくりや買い物かご運びなど積極的に動いてくれました

4/3 これからの荒尾を支える君たちへ
 　　　　　　   ～三光育英会奨学金交付式～

　三光株式会社の支援の下、昭和 34（1959）
年に創設した三光育英会奨学金の交付式が市役
所で行われました。市内の中学校卒業生から選
ばれた人物・学業ともに優秀な高校生 ( 高専生 )
を対象に交付していて、ことしで 60 年目を迎え
ました。今年度は、新たに4人の奨学生が選ばれ、
奨学生を代表して、上

う え だ

田龍
りゅうせい

聖さんがあいさつを
しました。上田さんは、「将来の夢はエンジニア
になることです。これから夢に向かって努力し
ていきます」と抱負を述べました。

▶
浅
田
市
長
へ
代
表
あ
い
さ
つ
を
し
た
上

田
さ
ん
（
右
）

3/28 地域の安全に長きにわたり貢献
　　　　～消防団永年勤続功労章　受賞～
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司さん（上井手上）
に消防庁長官から消防団永年勤続功労章が贈られ
ました。緒方さんは、「自分たちの町は自分たち
で守るの精神で26年間活動してきました。いつ、
どこで発生するかが分からないのが災害です。そ
の備えの為に今後も頑張っていきたい」と話しま
した。山本さんも、「29 年間、さまざまな災害現
場に出動し、住民のお役に立てたのかと考えてい
ます。家族、先輩、後輩の支えのおかげです」と
話し、2人は今後の活動に意欲を見せました。
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